
フロンについて



フロン分類

FPMAJ

HFC：ハイドロフルオロカーボン 代替フロン（HFC）
HFCは、塩素を構成元素に含まずオゾン層破壊係数が0です。しかし、二酸化炭素の数百倍から数千倍もの温室
効果があり、温暖化係数が高く、地球環境への影響が懸念されています。
HCFC：ハイドロクロロフルオロカーボン 
CFC、HCFCの分子には構成元素に塩素が含まれており、オゾン層破壊の原因として知られています。各国で2020
年までの全廃を目指す規制の対象です。オゾン層破壊係数はクロロフルオロカーボンの約1/10～1/50です。
CFC：クロロフルオロカーボン 
CFC、HCFCの分子には構成元素に塩素が含まれており、オゾン層破壊の原因として知られています。各国で2020
年までの全廃を目指す規制の対象です。1970年にオゾン層への影響が指摘されてから17年後、1987年に採択さ
れたモントリオール議定書において、生産中止・全面廃止が決定されました。
HFO：ハイドロフルオロオレフィン
地球温暖化係数が極めて低く、ハイドロフルオロカーボンの約1/6です。もちろんオゾン層への影響はありません。







海外における状況（国内比較）
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途上国
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現
状
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HFC-
MDI 約27％

CFC-MDI代
替製剤が主
流

CFC-MDI代
替製剤が主
流

CFC-MDI代替製剤が主流 移行が進んでいる

DPI 約66％
北欧、英等、
一部の国で普
及

わずか わずか わずか

見通し

HFC-MDIの水
準は大きくは変わ
らないと予測。

HFC-MDIが多数
を占める

HFC-MDIが多数
を占める HFC-MDIが多数を占める

HFC-MDIについては大
部分の国が2012年で
転換終了。
ロシア、中国は2016年
にすでに転換終了

日本国内では DPI等を主軸に市場に於ける普及が進む一方で、世界的には喘息およびCOPD患者の
増加及び吸入療法の普及に伴い、未だMDI-HFCが多く使用されている。



フロン関連のリンク先

オゾン層保護・温暖化対策

・オゾン層保護法について

・フロン排出抑制法について

モントリオール議定書等

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/ozone/index.html
https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/ozone/kokusai.html
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